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はじめに
Microsoft® Office 2000 で作成したドキュメントを異なる 種類のWeb ブラウザで表示すると、ドキュメントの外観に違いが生じる場合があります。この外観の違いは、Hypertext Markup Language (HTML) やカスケード スタイル シート (CSS) などの Web テクノロジのサポート方法が、ブラウザによって異なることが原因です。Office 2000で作成したドキュメントをユーザーがWeb 上で配布するといったケースはよくあることです。ユーザーは、ドキュメントを Web に発行した後、自分のWeb ブラウザを使って表示を確認します。そしてその後に、ほかの人々にそのドキュメントが利用可能になったことを知らせます。しかし、そのドキュメントを読もうとする人が、作成者と同じブラウザや同一のバージョンのブラウザを持っていないということは十分に考えられます。
Office 2000 ドキュメントを各種の Web ブラウザで見ると、その外見はどのように変わるのでしょうか。
次の表は、Office 2000 がサポートしているブラウザが、Hypertext Markup Language (HTML)、カスケード スタイル シート (CSS)、ダイナミックHTML (DHTML)、および Extensible Markup Language (XML) の各テクノロジをどのようにサポートしているかを示しています
	 
	HTML 3.2
	CSS 1.0
	CSS 2.0
	DHTML
	XML

	Netscape Navigator 3.02
	Yes
	No
	No
	No
	No

	Netscape Navigator 4.x
	Yes
	Yes
	No
	No
	No

	Internet Explorer 3.02

 
	Yes
	Yes
	No
	No
	No

	Internet Explorer 4.0x
	Yes
	Yes
	Yes
	Yes
	No

	Internet Explorer 5.0x
	Yes
	Yes
	Yes
	Yes
	Yes


Office 2000 では、複数の異なる種類のブラウザを使って閲覧できるドキュメントを発行することができます。デフォルトでは、Office 2000 のインストール時にいくつかのオプションを設定して、Web ページとして保存されたドキュメントの書式が新しいブラウザでも可能な限り保たれるように設定されます。しかし、設定によっては、最新のブラウザにとって最適とはいえないWebページを発行することにもなります。いくつかのオプションを変更することで、古いブラウザでも見栄えが良く、新しいブラウザでもWYSIWEB (What You See Is What is Displayed by the Browser) のレベルがいくぶん低いだけのWebページを発行することができます。これらのオプションについては、後にこのペーパーで詳しく説明します。
注:本書の執筆にあたってのテストには、Netscape Navigator 3.04、Netscape Navigator 4.05、Netscape Navigator 4.5、Microsoft Internet Explorer 4.72.3110、および Internet Explorer 5.00.0910.1307 が使用されました。
統合された Office 機能
 Web 機能の多くは、Microsoft Word、Excel、および PowerPoint® にも共通しています。
挿入オブジェクト
Office 2000 HTML ドキュメントは、ドキュメントに多数のオブジェクトを組み込むことができます。組み込めるアイテムには、図、ワード アート、ムービー、およびその他のOfficeオブジェクトなどがあります。オブジェクトの挿入方法はWord、Excel、および PowerPointでそれぞれ若干異なります。Office 2000は、Internet Explorer 5でのグラフィックス表示にまったく新しい方式を採用しています。Office 2000 アプリケーションは、HTML 内のグラフィックスを Vector Markup Language (VML) 形式で保存し、Internet Explorer 5 は VML をダイレクトに表示します。VML はグラフィックス形式ではなく、ベクトル グラフィックスを記述するための構文です。初期バージョンのブラウザは、Office 2000 アプリケーションが Web表示のために生成する GIF/JPEG のグラフィックス イメージを表示します (VML は World Wide Web Consortium に提案され、受け付けられた Web グラフィックスの標準案です)。
オブジェクトの配置/レイアウト
Word

Office 2000 ドキュメントにオブジェクトを挿入する方法には、2 つの基本的なパラダイムがあります。第 1 のパラダイムは、挿入するオブジェクトとドキュメント内の文字列を、同じ平面上のレイヤに挿入すると考えるパラダイムです。このパラダイムによると、Word のドキュメント内の文字列やオブジェクトと同じ場所を占有する形でオブジェクトを挿入することはできません。Word の文字列の回り込みオプションのうち 3 つのオプション、「インライン」、「四角」、および「上下」は、このパラダイムに基づいています。デフォルトの回り込みオプションは「インライン」です。
もう 1 つのパラダイムによれば、オブジェクトと文字列が XY 平面で同じスペースを占有することができます。個々のアイテムを異なるレイヤに置くと考えるパラダイムです。これらのレイヤは Z 軸に沿って並べることができます (オブジェクトは互いの前または後に置かれます)。Word はこのパラダイムを 2 つの文字列の回り込みオプション、つまり「前面」と「背面」で採用しています。
次の表に示すように、テスト対象となった 5 つのブラウザは、第 1 のパラダイムに従っている限りは、オブジェクトを正確に配置することができます。しかし、表からわかるように、互いの前面または背面にオブジェクトを挿入すると、ブラウザによっては予期しない表示が行われます。
さらに、もともと印刷用に最適化されていた Word ドキュメントが Web ページとして保存されると、ドキュメントは固定幅ページ モデル (印刷レイアウト表示) から可変幅ページ モデル (Web レイアウト表示。文字列の回り込みはウィンドウの幅に合わせて行われる) に変更されます。この変更のせいで、レイアウトが予期しない形で変わる可能性もあります。
	 
	Netscape Navigator 3.04
	Netscape Navigator 4.05
	Netscape Navigator 4.5
	Internet Explorer 4
	Internet Explorer 5

	インライン
	WYSIWEB
	WYSIWEB
	WYSIWEB
	WYSIWEB
	WYSIWEB

	四角*
	WYSIWEB
	WYSIWEB
	WYSIWEB
	WYSIWEB
	WYSIWEB

	背面
	Inline
	オブジェクトは見えない**
	オブジェクトは見えない**
	WYSIWEB
	WYSIWEB

	前面
	Inline
	オブジェクトは見えない**
	オブジェクトは見えない**
	WYSIWEB
	WYSIWEB

	上下
	WYSIWEB
	WYSIWEB
	WYSIWEB
	WYSIWEB
	WYSIWEB


* Word 2000 は、Web 表示でオブジェクトが左または右揃えになることを説明する警告を表示した後に、オブジェクトを Word ウィンドウの中で移動します。HTML は、ページ上でオブジェクトを任意に配置し、その周囲に文字列の回り込みを行うメカニズムを持っていません。CSS 配置を使えば、オブジェクトをページ上に任意に配置することができますが、これらのオブジェクトの周りに文字列を回り込みさせることはできません。 

** この原因は Netscape Navigator レイアウト エンジンのいくつかの問題にあります。CSS 配置を含んでいるページでは、Navigator はページを正しく表示できないことがあります。
Excel

Excel は前述の第 2 のパラダイムに従っています。つまりオブジェクトと文字列は異なるレイヤにあります。Word と同様に、これらのオブジェクトを前後に配置することができますが、スプレッドシートのセルの中の文字列は常に一番下のレイヤにあります。このため、同じ XY 平面上に配置されたオブジェクトは、Excel のセル内の文字列を常に覆うことになります。Internet Explorer 4 と Internet Explorer 5 は、どちらも Web ページ内で文字列とオブジェクトが重なり合うことを許容しますが、Internet Explorer 4は、状況によってはZ 軸方向の配置は必ずしもWYSIWEB にはなりません。Netscape Navigator 3、4、および 4.5 ブラウザでは、Excel 2000 で生成された Web ページは WYSIWEB ではなくなります。
Web ページとして発行された Excel 2000 スプレッドシートの表示には、HTML テーブル (場合によっては HTML テーブルと CSS 配置の両方) が使用されます。オブジェクトが挿入されると、挿入されたオブジェクトが 1 つのテーブル セルに収まるように、このテーブル内のセルがマージされます。挿入されるオブジェクトに合わせて列と行のサイズが調整されるため、ページは予期しない形で表示されます。
注：セルの中のテキスト配置をいろいろと変えてみることで、Web ページの見え方が改善されることがあります。
*重なっているオブジェクトは、スプレッドシートを Web に発行するときには 1 つのイメージに結合され、1 つのテーブル セルに配置されます。
PowerPoint 

PowerPoint もやはり各オブジェクトを異なるレイヤに配置します。ただし、スライド上の背景を除くすべての要素が、それぞれ 1 つのオブジェクトとみなされます。PowerPoint のオブジェクト表示アルゴリズムは、5 種類のブラウザすべてが対応している HTML 3 の出力を念頭に置いて設計されているため、PowerPoint スライドは Web 上でも同じ外観になります。このアルゴリズムは、選択可能なテキストを含んでいるテキスト ボックスを除いて、Z 軸方向の配置を保存します。このテキスト ボックスは、Netscape ブラウザでは、必ずほかのすべてのオブジェクトの上に表示されます。
バックグラウンド サウンドとムービー
Office Web ツール バーのいくつかの機能、たとえばバックグラウンド サウンドとビデオなどは、初期のブラウザでは動作しません。これらの機能は Internet Explorer 4 と Internet Explorer 5 の両方で利用できますが、標準 HTML には含まれていない Internet Explorer 固有のタグ (<bgsound src=foo.wav> と <img dynsrc=foo.avi) を使用しているため、Netscape ブラウザでは動作しません。Netscape ブラウザは、作成者が用意していれば、ビデオの代替図または代替テキストを表示します。用意していなければ、未ロードであることを示すアイコンを表示します。
図
ブラウザでイメージのロードをオフにしているユーザーやテキスト専用ブラウザを使用しているユーザーに対しては、代替テキストが表示されます。この代替テキストを Office ドキュメントに追加するには、[描画オブジェクトの書式設定] ダイアログ ボックスの [Web] タブを使用します。
	 
	Netscape Navigator 3
	Netscape Navigator 4
	Netscape Navigator 4.5
	Internet Explorer 4
	Internet Explorer 5

	Alternative Text
	1 行のテキストを表示する。テキストがプレースホルダを越えると完全に消える
	Netscape Navigator 3 と同じ
	Netscape Navigator 3 と同じ
	図のプレースホルダに収まるだけのテキストを表示する*
	Internet Explorer 4 と同じ


*これはデフォルトの設定です。Internet Explorer 4 と Internet Explorer 5 は、ユーザーがオプション [常にイメージの代替テキストを展開] を選択していると、テキスト全体を表示します。このオプションは [インターネット オプション] の [詳細設定] タブの [ユーザー補助] の下にあります。
コメント
どの Office 2000 アプリケーションでも、ユーザーはドキュメントにコメントを付けることができます。Word と Excel では、この機能の扱い方がきわめて似ています。
Word 2000

	 
	Netscape Navigator 3, 4, 4.5
	Internet Explorer 4, 5

	コメントの存在を示すマーク
	コメントが付けられているテキストの直後にハイパーリンク (レビュー イニシャルとコメント番号) が置かれます。リンクをクリックすると、コメント セクションに移動することができます。
	Netscape Navigator 3、4、および 4.5 と基本的に同じですが、ハイパーリンクは黄色の背景の上に置かれ、ハイパーリンクをクリックしても表示位置は変わりません。

	コメント
	Web ページの一番下。ドキュメント内のコメントが付けられているテキストに戻るためのハイパーリンクがあります。
	ハイパーリンクの上にマウスを置くと (クリックは不要)、コメントが表示されます。


Excel 2000

	 
	Netscape Navigator 3, 4, 4.5
	Internet Explorer 4, 5

	コメントの存在を示すマーク
	コメントの対象となっているセルの後に、大かっこで囲まれたコメント番号として表示されるハイパーリンクが追加されます。内側のリンクをクリックすると、脚注のセクションに移動します。
	マークは、大かっこの中のコメントのスーパースクリプト番号です。このマークは、Netscape ブラウザに表示されるマークよりもはるかに小さいものです。

	コメント
	コメントは次のように表示されます:
[1] // a hyperlink to text

Name of Commenter:
Comment
	マークの上にマウスを置くと (クリックは不要)、コメントが表示されます。


PowerPoint 2000

PowerPoint のプレゼンテーションに挿入されるコメントは、色付きのテキスト ボックスです。これらのボックスはどのブラウザでも同じように表示されます。ただし、Netscape ブラウザで、コメントがテキストまたはオブジェクトを覆っていると、そのコメントは (前面に表示されるように順序が設定されていても) テキストの背面に表示されます。Internet Explorer 4 と 5 は、PowerPoint 2000 の表示と同じように、ほかのオブジェクトとの位置関係 (前面または背面) を保ってコメントを表示します。しかし、ドキュメントが Internet Explorer または Netscape Navigator 3.0 以上のオプションで保存されていると、コメントは自動的にほかのすべてのオブジェクトの前面に表示されます。
Word 2000 に固有の機能
Word 2000 は、今日のどの Web ブラウザでもサポートされていない機能を多数持っています。しかし、Word 2000 には、Web ページを作成するときに、これらの機能を作成者が利用できないようにするためのオプションが用意されています。このオプションを使えば、作成者はドキュメントをブラウザで表示したときの信頼性を最大限に保つことができます([ツール] メニューの [オプション] を選択します。[オプション] ダイアログ ボックスの [全般] タブで [Web オプション] ボタンをクリックします。[Webオプション] ダイアログ ボックスで [一般的な Web ブラウザで表示できない書式を無効にする] を選択します)。このオプションが選択されていると、ユーザーが Web ブラウザでは再現できない機能を使おうとしたときに通知されます。このオプションが選択されていないと、使用不可能な書式は無視されるか、別の書式が呼び出されます。このオプションが選択されていないときにWeb で利用できない書式を含むドキュメントを開いた場合、あるいは利用できない書式を適用した後にこのオプションが選択された場合には、Word 2000 は、その機能が使用不可能であること、変更の内容、およびこの機能がドキュメント内で使用されている数を示すダイアログ ボックスを表示します。
Web ページとして保存するドキュメントをユーザーが作成するときには、Web レイアウト表示で作業を行うことを推奨します。この表示は [表示] メニューから、または Word ウィンドウの左下の [Web レイアウト表示] ボタンで選択することができます。
フォントの書式
Netscape Navigator 3 は CSS をサポートしていません。したがって、Office 2000 の設定がデフォルトの場合、ドキュメント作成で利用できる書式設定機能の多くが、このブラウザの表示で欠落することになります。Word 2000 には、初期のバージョンのブラウザで表示したときにドキュメントの外観を改善する保存オプション、[フォント指定に CSS を使用する] があります。このオプションを選択すると、ドキュメントを Web ページとして保存したときに、フォント指定に CSS を使用するか、または HTML と CSS を使用するようになります([ツール] メニューの [オプション] を選択します。[オプション] ダイアログ ボックスの [全般] タブで [Web オプション] ボタンをクリックします。[フォント指定に CSS を使用する] チェックボックスを選択します)。HTML と CSS を利用すると、Netscape Navigator 3 のページ上のテキスト書式の表示が改善されます。次の表は、各種のブラウザでフォント書式がどのように表示されるかを示しています。
	 
	Netscape Navigator 3
	Netscape Navigator 4
	Netscape Navigator 4.5
	Internet Explorer 4
	Internet Explorer 5

	全般:

フォント フェース、色、サイズ
	[フォント指定に CSS を使用する]オプションが選択されていると、フォント フェース、色、およびサイズは保たれない。それ以外の場合はほぼ WYSIWEB になる
	WYSIWEB
	WYSIWEB
	WYSIWEB
	WYSIWEB

	小型英大文字
	変更されない
	変更されない
	変更されない
	通常の大文字のように表示される
	通常の大文字のように表示される

	フォント間隔の拡張および圧縮
	保たれない
	保たれない
	保たれない
	WYSIWEB
	WYSIWEB


一部のフォント書式は、ブラウザの制約のために、Web に発行することができません。[一般的な Web ブラウザで表示できない書式を無効にする] オプションを選択しているときには、Word 2000 は、ユーザーが Web への発行のためにドキュメントを保存する前にこれらの書式を利用していることを通知します。このオプションが選択されていない場合には、いくつかの変更が行われることがあります。
	書式機能
	次のように変更される

	二重取り消し線
	一重取り消し線

	空白以外下線
	一重下線

	装飾付きの下線 (点線、破線、波線)
	一重下線


ハイパーリンク
	 
	Netscape Navigator 3
	Netscape Navigator 4
	Netscape Navigator 4.5
	Internet Explorer 4
	Internet Explorer 5

	ブックマーク
(アンカー)
	WYSIWEB
	下線付き
	下線付き
	WYSIWEB
	WYSIWEB


マーキー
マーキー テキストとはスクリーン上を左右にスクロールするテキストのことです。これは Internet Explorer 固有の HTML タグで、標準 HTML には含まれていません。
	 
	Netscape Navigator 3
	Netscape Navigator 4
	Netscape Navigator 4.5
	Internet Explorer 4
	Internet Explorer 5

	マーキー
	テキストは左マージンにスタティック テキストとして表示される
	テキストはマーキー フィールドの左端にスタティック テキストとして表示される
	テキストはマーキー フィールドの左端にスタティック テキストとして表示される
	テキストは正しくスクロールする
	テキストは正しくスクロールする


フォーム
ユーザーが Word 2000 の [Web ツール] ツール バーにあるツールを使ってフォームを作成した場合、ブラウザによって表示が変わります。
	 
	Netscape Navigator 3
	Netscape Navigator 4
	Netscape Navigator 4.5
	Internet Explorer 4
	Internet Explorer 5

	間隔
	Internet Explorer 5 よりも若干大きい
	Internet Explorer 5 よりも若干大きい
	Internet Explorer 5 よりも若干大きい
	WYSIWEB
	WYSIWEB

	要素のサイズ
	Internet Explorer 5 よりも若干大きい
	Netscape Navigator 3 よりも大きい
	Netscape Navigator 3 よりも大きい
	WYSIWEB
	WYSIWEB

	アクション ボタンのサイズ
	WYSIWEB
	Internet Explorer 5 よりも若干大きい
	Internet Explorer 5 よりも若干大きい
	WYSIWEB
	WYSIWEB


箇条書き
次の表は、[書式] メニューの [箇条書きと段落番号] ダイアログ ボックスを使って表示できる 4 つの箇条書きのタイプを示しています。[フォント指定に CSS を使用する] オプションが選択されていると、Netscape Navigator 3 では表に示すように置き換えられて表示されます。このオプションが選択されていないと、箇条書きは Word と同じように表示されます。その他のブラウザは箇条書きを正しく表示します。[箇条書きと段落番号] ダイアログ ボックスの [変更] ボタンを選択すると、ユーザーは箇条書きの記号に任意の文字を選択することができます。[フォント指定に CSS を使用する] オプションが選択されていると、Netscape Navigator 3 は置き換えられた文字を表示します。
	箇条書きの記号
	Netscape Navigator 3
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表
Word 2000 でドキュメントを Web に発行したときに表の書式がどの程度保たれるかはブラウザによって異なります。一部の表機能はWebブラウザでは利用できません。装飾付きの罫線スタイル (破線、点線、波線、バーバー ポール、ストライプ)、表の中の対角線、セル パターン、テキストの方向などです。これらの機能を使用して Internet Explorer 4 または Internet Explorer 5 で表示すると、他の機能に置き換えられます。[一般的な Web ブラウザで表示できない書式を無効にする] オプションを選択すると、置き換えの際ユーザーに対して警告が発せられます。

	 
	Netscape Navigator 3
	Netscape Navigator 4
	Netscape Navigator 4.5
	Internet Explorer 4
	Internet Explorer 5

	罫線の色
	保たれない。すべてが灰色になる
	保たれない。すべてが灰色になる
	保たれない。すべてが灰色になる
	保たれる
	保たれる

	罫線の幅と高さ
	[フォント指定に CSS を使用する] が選択されていない場合には保たれる。そうでなければ、保たれない。
	[フォント指定に CSS を使用する] が選択されていない場合には、幅と高さが保たれる。そうでなければ、高さはテキストに合わせて変更される
	Netscape Navigator 4 と同じ
	保たれる
	保たれる

	罫線スタイル
 
	すべての罫線が 1pt になる
	すべての罫線が 1pt になる
	すべての罫線が 1pt になる
	保たれる。二重の中抜き線は 2pt の太さの罫線になる
	保たれる。二重の中抜き線は 2pt の太さの罫線になる

	背景色
	一部が保たれる*
	一部が保たれる**
	一部が保たれる**
	保たれる
	保たれる

	背景パターン
	保たれない
	保たれる
	保たれる
	保たれる
	保たれる

	表の配置 (中央、右、左、自由)
	自由配置は左揃え。それ以外は保たれる
	Netscape Navigator 3 と同じ
	Netscape Navigator 3 と同じ
	保たれる
	保たれる

	セルの中でのテキスト配置
	水平方向は保たれる。垂直方向は保たれない
	保たれる
	保たれる
	保たれる
	保たれる


*背景色を表全体に適用し、その後表の中のセルを変更した場合、そのセルは最初に適用した色の背景を持つようになります。
**表がまったく同じ色に設定されている場合には、色が保たれます。

段落の書式
Word 2000 で作成した段落の書式は、各ブラウザ上でいくらか異なって表示されます。また、ブラウザによっては、段落と文字列に適用できる書式の一部がサポートされていません。このような書式は、似たような書式に置き換えられるか無視されます。Word 2000 で、[一般的な Web ブラウザで表示できない書式を無効にする] オプションが選択されていると、これらの書式が使用不可能であることを示す警告をユーザーに発します。

	 
	Netscape Navigator 3
	Netscape Navigator 4
	Netscape Navigator 4.5
	Internet Explorer 4
	Internet Explorer 5

	行の間隔
	保たれない
すべて行間 1
	保たれる
	保たれる
	保たれる
	保たれる

	段落の網かけ
	保たれない
	保たれる
	保たれる
	保たれる
	保たれる

	段落の罫線
	保たれない
	保たれる
	保たれる
	一部が保たれる*
	一部が保たれる*

	文字の網かけ
	保たれない
	一部が保たれる***
	Netscape Navigator 4 と同じ
	保たれる
	保たれる

	文字の罫線
	保たれない
	一部が保たれる***
すべての文字の罫線の後に改行
	Netscape Navigator 4 と同じ
	保たれない
	保たれない

	文字のパターン
	保たれない
	一部が保たれる***
	Netscape Navigator 4 と同じ
	Netscape Navigator 4 と同じ
	Netscape Navigator 4 と同じ

	ハード リターン**
	行間 2
	行間 1
	行間 1
	行間 1
	行間 1


*二重の段落罫線は、段落の周りに罫線を 1 つだけ表示します。
** ハード リターンは、ユーザーが新しい行を始めるために ENTER キーを入力した場合に挿入されます。表の数値は、段落の間隔が行間1に設定された場合のものです。
***他の書式に置き換わる場合もあります。
フレーム
Web ページ内に 1 つのフレームを含んでいるフレームセットを作成した場合、Netscape ブラウザはコンテンツにかかわらず空のページを表示します。Internet Explorer 5 は Web ページのコンテンツを 1 つのフレーム上に表示します。これは、Word 2000 を使ってフレーム ページを作成したときにのみ起こりやすい現象です。
	 
	Netscape Navigator 3
	Netscape Navigator 4
	Netscape Navigator 4.5
	Internet Explorer 4
	Internet Explorer 5

	フレーム境界の色
	WYSIWEB
	WYSIWEB
	WYSIWEB
	境界サイズは 3.4pt 未満で、常に黒
	境界サイズは 3.4pt 未満で、常に黒


背景
Word では、Web 表示の状態で、背景として色、図、パターン、または階調を選択することができます。これらの背景はすべてのブラウザで表示されます。ただし階調の背景は、Netscape ブラウザではシャープさが大幅に失われます。
Excel 2000

Netscape 4.5 と Excel 2000 に関する注記
本稿の執筆時点では、Netscape 4.5 はフレームを利用した Microsoft Excel のドキュメントをサポートできていませんでした。こうした事情のためか、ユーザーが Netscape 4.5 を使おうとし、あるいはNetscape 4.5 を使って Web に発行した Excel ワークブックを表示しようとすると、ブラウザがクラッシュして終了する可能性があります。
フォント
Word 2000 と同様に、Excel 2000 ではフォント指定に CSS 、あるいは HTML と CSS を使用してドキュメントを発行することができます([ツール] メニューの [オプション] を選択します。[オプション] ダイアログ ボックスの [全般] タブで [Web オプション] ボタンをクリックします。[フォント指定に CSS を使用する] チェック ボックスを選択します)。[フォント指定に CSS を使用する] を選択すると、Word 2000 と同様の出力結果となります。
	 
	Netscape Navigator 3
	Netscape Navigator 4
	Netscape Navigator 4.5
	Internet Explorer 4
	Internet Explorer 5

	色、サイズ、フォント フェース
	[フォント指定に CSS を使用する] オプションが選択されていれば保たれない。それ以外の場合は保たれる
	保たれる
	保たれる
	保たれる
	保たれる

	太字と斜体
	[フォント指定に CSS を使用する] オプションが選択されていれば保たれない。それ以外の場合は保たれる
	保たれる
	保たれる
	保たれる
	保たれる

	取り消し線、上付き文字、下付き文字
	保たれる
	保たれる
	保たれる
	保たれる
	保たれる

	テキスト配置
	[フォント指定に CSS を使用する] オプションが選択されていなければ保たれる
	保たれる
	保たれる
	保たれる
	保たれる


セルのプロパティ
サイズや罫線など、セルの一部のプロパティは、ブラウザによって異なる形で表示されます。
	 
	Netscape Navigator 3
	Netscape Navigator 4
	Netscape Navigator 4.5
	Internet Explorer 4
	Internet Explorer 5

	罫線
	保たれない
	保たれない
	保たれない
	一部が保たれる。その他は保たれない*
	一部が保たれる。その他は保たれない*

	セルのサイズ
	保たれる
	保たれる
	保たれる
	保たれる
	保たれる


* セルの単純な罫線は保たれます。より複雑なセル罫線は、表示されないか、より単純な罫線スタイルに置き換えられます。
罫線
セルの網かけとパターン
Excel のセル パターンはどのブラウザでも表示されません。[フォント指定に CSS を使用する] オプションが選択されていないと、色付きのパターンは同色のセル背景として表示されます。[フォント指定に CSS を使用する] オプションが選択されていると、Netscape Navigator 3 はどのようなセル背景も表示しません。

ワークブック ナビゲーション
	 
	Netscape Navigator 3
	Netscape Navigator 4
	Netscape Navigator 4.5
	Internet Explorer 4
	Internet Explorer 5

	ワーク ブック タブ
	各シートについて、ワークシート データの下にタブ付きの単純なフレームが表示される
	各シートについて、ワークシート データの下にタブ付きの単純なフレームが表示される
	この機能のテストは不可能
	色を変えて現在アクティブなワークシートを示すタブを持つ、より見栄えの良いフレームが表示されます。ポインタがタブの上に置かれると、タブの色が変わる。タブ ナビゲーション ツールも含まれる。
	Internet Explorer 4 と同じ


非表示の列、非表示の行
	 
	Netscape Navigator 3
	Netscape Navigator 4
	Netscape Navigator 4.5
	Internet Explorer 4
	Internet Explorer 5

	非表示の列
	表示される
	表示される
	表示される
	非表示
	非表示

	非表示の行
	表示される
	非表示
	非表示
	非表示
	非表示


対話的な Web コンポーネントを使った発行
Excel には、ユーザーがスプレッドシートを発行する機能、新しい Microsoft Office Web コンポーネント (ワークシート、ピボットテーブル、およびグラフ コンポーネントから構成されます) を使用したドキュメントを作成できる機能が用意されています。これらのコンポーネントは、ブラウザ内で実行される、データの変化に応じてテーブルの再計算やグラフの更新を行う ActiveX® コントロールで、ブラウザ内でピボットテーブル表示を使用する機能も持っています。ActiveX テクノロジは Netscape ブラウザではサポートされていないので、これらの機能は Netscape ブラウザ内では表示されません。Web グラフ、ピボットテーブル表示、および対話的なワークシートは、Microsoft Internet Explorer version 4.01 以上でサポートされます。
PowerPoint 2000

Netscape 4.5 と PowerPoint 2000 に関する注記
本稿の執筆時点では、Netscape Navigator 4.5 は、[上記のすべてのブラウザ] オプションを選択して Web ページの発行をした、フレーム ページを含む Microsoft PowerPoint ドキュメントをサポートできていませんでした。こうした事情のためか、ユーザーが Netscape 4.5 を使って Web に発行された PowerPoint ドキュメントを表示しようとすると、ブラウザがクラッシュまたは終了する可能性があります。
発行のオプション
PowerPoint では、ユーザーは Web 用のプレゼンテーションを、①Internet Explorer 4.0 以上に合わせて最適化する (高信頼性)、②Internet Explorer または Netscape Navigator 3.0 以上用に保存する、③ドキュメントを両方の形式で保存する、ことができます (③では、ファイルのサイズは大きくなりますが、古いバージョンと新しいバージョンの両方のブラウザで表示できるようになります)。PowerPoint プレゼンテーションを Web に発行するときのデフォルトの設定は、Internet Explorer 4.0 以上に合わせて最適化されます。
信頼性の高い Web 発行
PowerPoint でプレゼンテーションを Web に発行するとき、[Microsoft Internet Explorer 4.0 以上 (高信頼性)] オプションが選択されていると、Netscape Navigator 3、4、および 4.5 はプレゼンテーションを表示しません。その代わりに、これらのブラウザは、関連するプレゼンテーションの展開されたアウトライン表示を表示します。
画面切り替え
画面切り替えは、スライドを切り替えるときに表示される効果です。
	 
	Netscape Navigator 3
	Netscape Navigator 4
	Netscape Navigator 4.5
	Internet Explorer 4
	Internet Explorer 5

	機能
	画面切り替えは表示されない
	画面切り替えは表示されない
	画面切り替えは表示されない
	表示される*
	表示される*


*画面切り替えはフル スクリーン モードではよく見えますが、通常の表示では見えにくいことがあります。
PowerPoint HTML ファイルのブラウザ内での表示とレイアウト
Web 上でスライド プレゼンテーションの表示と操作を行うとき、一部の機能はブラウザによって異なる動作をします。ユーザーがすべてのブラウザをターゲットとしてプレゼンテーションを発行した場合の違いを以下に示します。
	 
	Netscape Navigator 3
	Netscape Navigator 4
	Netscape Navigator 4.5
	Internet Explorer 4
	Internet Explorer 5

	スライド サイズ
	静的**
	静的**
	静的**
	動的***
	動的***

	アウトライン制御
展開/縮小
	2 つの独立したボタン
	2 つの独立したボタン
	2 つの独立したボタン
	1 つのボタンが両方の機能を実行する*
	1 つのボタンが両方の機能を実行する*

	スライド ナビゲーション
アウトライン表示****
	強調表示なし
	強調表示なし
	強調表示なし
	強調表示*
	強調表示*

	アウトラインの表示/非表示
	使用不能
	使用不能
	使用不能
	使用可能*
	使用可能*

	フル スクリーン表示
	使用不能
	使用不能
	使用不能
	使用可能*
	使用可能*

	サイズ変更可能なフレーム
	不可
	不可
	不可
	可
	可


* これらの機能は、プレゼンテーションが Internet Explorer または Netscape Navigator 3.0 以上のオプションが選択されていると使用不能になります。
**静的なスライド サイズでは、ブラウザ ウィンドウが最大化されたときに、スライドの下とスライド コントロール フレームの上に真っ黒なフレームが余分に表示されることがあります。
*** これは [グラフィックスをブラウザのウィンドウに合わせる] オプションが選択されている場合にのみ有効です。このオプションは [Web オプション] ダイアログ ボックスの [一般] タブにあります。
**** このオプションを選択解除することで、スライド ナビゲーション フレームを表示しないようにすることができます。このオプションは [Web オプション] ダイアログ ボックスの [一般] タブにあります。
ノートの表示
[発表者のノートを表示する] オプションは、Internet Explorer 4 と 5 で最も適切に処理されます。このオプションは、発表者のノートを隠すための [ノート] ボタンを [前のスライド] ボタンの横に表示します(このノートは必ずしもユーザーが指定したサイズでは表示されません。フォントは [ノート] セクションの他のフォントに比例するサイズになります)。一部の状況下では、Netscape Navigator 3、4、および 4.5 はノート セクションの表示に問題を抱えることがあります (Netscape ブラウザはフレームのサイズを動的に変更できないため)。Netscape ブラウザで発表者のノートをはっきりと見られるかどうかは、2 つの設定に依存します。第 1 は表示するモニタの [画面のサイズ] です。このオプションは、PowerPoint の [Web オプション] ダイアログ ボックス ([ツール] - [オプション] - [全般] タブ) の [図] タブにあります。ドキュメントの作成者はこの設定を選択するべきです。第 2 は、プレゼンテーションを表示するユーザーのマシンの設定です。これは Windows の [画面の領域] の設定ですが、ほとんどの場合、作成者はユーザーのオペレーティング システム設定を知ることはできないため、この問題に対処するのは困難です。
*画面の領域を変更するには、[スタート] ボタンをクリックし、[設定] をポイントし、[コントロール パネル] を選択します。[画面] をダブルクリックします。[設定] タブを開き、ダイアログ ボックスの右下にあるスライダを移動します。
表
ほとんどの場合、PowerPoint プレゼンテーションの表は、すべてのブラウザで同じようにはっきりと表示されます。セルの背景、塗りつぶしパターン、および罫線スタイルは、テストしたすべてのブラウザで保たれました。ただし、テキストを含んでいる表が Netscape Navigator 3、4、および 4.5 で正しく表示されない例はいくつかあります。これは使用されているフォントがブラウザ内で利用できないときに起こります。
箇条書き
PowerPoint のプレゼンテーション中の箇条書きは、ブラウザによって若干異なる表示になります。
	 
	Netscape Navigator 3
	Netscape Navigator 4
	Netscape Navigator 4.5
	Internet Explorer 4
	Internet Explorer 5

	オーバーサイズの箇条書き(>100%)
	通常のサイズに戻される
	通常のサイズに戻される
	通常のサイズに戻される
	オーバーサイズで表示される
	オーバーサイズで表示される


スライド デザイン
一部のスライド デザインは、ブラウザによって異なる形で表示されます。その 1 つの例は、ノートブック デザインです。Internet Explorer 5 は個々のノートブック シートを表示します。しかし、Netscape ブラウザはこのイメージをタイル状に表示するので、ほかのシートの一部が見えてしまいます。
結論
このドキュメントの情報によっても、ブラウザの違いによる Office 2000 ドキュメントの表示の差異をすべて吸収することはできません。最適な結果を得るためには、個々の Web ページを作成するたびに、対象ユーザーがどのブラウザを使用するのかを理解し、また可能な限り多くの Web ブラウザでページを表示する必要があります。ユーザーの不具合を改善するためには、Office 2000 ドキュメントを Web ページとして発行しようと考えている作成者自身がブラウザでの表示特性の違いを考慮に入れる必要があります。
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